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ほっとジョイブのある「南箕輪村」では、「人と人との
つながりを求めて」をキャッチフレーズに大芝高原まつ
りが盛大に開催されています。

（当事業団キャラクター「ワトワくん」と南箕輪村キャラクター「まっくん」）

事業所リレートーク
チャレンジ・アクション
　障がい者就労支援における取り組みについて
つれづれ福祉
　より身近な事業所をめざして／地域から吹き込んだ新たな風
平成30年度組織概要／平成30年度事業計画・収支予算書／
平成29年度事業報告・収支決算書／人事異動／プレゼント　ほか

JOY（楽しむ）、JOIN（一緒に）、
JOB（仕事）～ほっとジョイブ開所！～

【特集記事】

【連載記事】

　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
い
夏
で
し
た
。
皆

さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
本
年
度
、
当
事
業
団
上
伊
那
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
多
機
能
型
事
業
所
「
ほ
っ
と

ジ
ョ
イ
ブ
」
を
開
所
す
る
と
と
も
に
、
共
同

生
活
援
助
事
業
所
を
「
ほ
っ
と
上
伊
那
」
に

統
合
再
編
し
ま
し
た
。
当
事
者
が
「
地
域
」

で
支
え
合
い
、
共
に
暮
ら
し
て
い
く
歩
み
を

一
貫
し
て
支
援
し
て
き
た
訳
で
す
が
、
こ
の

上
伊
那
と
い
う
風
土
と
歴
史
の
中
で
暮
ら
し

が
育
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

長
野
県
で
は
、
平
成
16
年
3
月
の
「
西
駒

郷
基
本
構
想
」
の
策
定
を
機
に
、
県
内
全
域

で
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
「
地
域
生
活
移

行
」
が
本
格
的
に
始
動
し
、
事
業
団
は
こ
の

取
り
組
み
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
上
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て
25
棟
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
ほ
か
、
う
ど
ん
や
ラ
ー

メ
ン
、
パ
ン
製
造
販
売
等
の
働
く
場
や
活

動
の
場
、
相
談
の
場
、
居
宅
や
外
出
時
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
等
、
地
道
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
」

は
地
域
交
流
型
施
設
で
す
。
地
域
に
根
ざ

し
、
地
元
住
民
が
ほ
っ
と
で
き
る
「
上
伊

那
の
ジ
ョ
イ
ブ
」
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
の
無
差
別
殺

傷
事
件
を
は
じ
め
、
こ
の
と
こ
ろ
、
痛

ま
し
い
児
童
虐
待
や
災
害
等
が
続
き
ま

し
た
。
事
件
が
起
き
る
た
び
、
地
域
で

の
絆
や
、
見
守
り
や
支
え
あ
い
、
誰
も

が
気
軽
に
生
き
て
い
け
る
実
感
が
あ
る

社
会
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

福
祉
の
道
は
幸
せ
を
拓
く
王
道
で
す
。

道
に
咲
く
花
は
根
で
育
つ
わ
け
で
あ

り
、
よ
き
「
地
域
」
の
中
で
福
祉
の
種

を
蒔
く
こ
と
が
地
域
住
民
と
し
て
の
、

私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
に
根
ざ
す
、ほ
っ
と
す
る
」

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
理
事

上
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

ほ
っ
と
上
伊
那
所
長　

矢
花　
尚な
お
利と
し



　

平
成
30
年
4
月
1
日
、
南
箕
輪
村
に
多
機
能
型
事

業
所
「
ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
」
を
開
所
し
ま
し
た
。
当

事
業
所
は
、
前
身
の
「
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
ス
・
み
の

わ
」
と
し
て
近
隣
の
箕
輪
町
で
約
13
年
間
地
域
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

事
業
規
模
に
対
し
て
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
っ
た
た

め
、
こ
の
度
ご
縁
が
あ
っ
て
南
箕
輪
村
へ
移
転
新
築

を
行
い
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
「
ジ
ョ
イ
ブ
」
と
い
う
単
語
は
、
J
O
Y
（
楽
し

む
）、
J
O
I
N
（
一
緒
に
）、
J
O
B
（
仕
事
）
を

合
成
し
た
造
語
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
3
つ
の
Ｊ
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
「
様
々
な
障
が
い
の
あ
る
方
の

『
働
く
』
と
『
暮
ら
し
』
を
支
援
し
ま
す
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
掲
げ
【
地
域
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、

繋
が
っ
て
い
く
「
ほ
っ
と
」
な
場
所
で
あ
り
た
い
】

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

JOY（楽しむ）、JOIN（一緒に）、JOB（仕事）
～ほっとジョイブ開所！～

立
上
げ
の
経
緯

開所式にワトワくんも登場

南箕輪村　唐木村長からの祝辞 地元和太鼓サークル「風神雷神」によるオープニングセレモニー
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700

可動間仕切り
作業室－３

作業室－１

作業室－２

多目的ホール

光庭

活動部屋

休憩室

医務室

倉庫－３

静養室－１

静養室－２

女子トイレ

相談室

会議室

休憩・食堂

正面玄関
男子トイレ－２

事務室前廊下

検品・検収室

多目的トイレ

軽食・喫茶厨房

原材料保管庫

前室－２

ホール

活動部屋前廊下

店 舗

事務室

製品保管
スペース

男子トイレ－１

カフェ・店舗入口

工房更衣室－１

工房更衣室－２

前室－４

事務コーナー

押入

パン・バームクーヘン工房

小上がりスペース

職員用トイレ

トイレ-２ トイレ-３
身障者身障者身障者

トイレ-１

脱衣室

原材料受入口 製品出荷口

納受品口

個室作業スペース

腰壁

腰壁

腰壁

浴室

倉庫－１

前室－３

風除室－２

洗濯コーナー

掃除具入

軽食・喫茶

風除室－１

工房前室

(ｵｽﾄﾒｲﾄ対応)
前室－１

倉庫－２

更衣室－１ 更衣室－２

●
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業

　
～
働
き
続
け
る
喜
び
を
～
　
定
員
20
名

【
こ
む
ぎ
工
房
】
パ
ン
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
の
製

造
・
販
売
、
地
域
へ
の
出
前
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ど
な
た
で
も

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
ほ
っ
と
で
き
る
空

間
を
提
供
し
ま
す
。

【
ワ
ー
ク
ス
】
近
隣
の
企
業
か
ら
の
作
業
を
受
託

し
、
個
々
の
特
性
に
合
わ
せ
た
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
農
作
業
等
を
生
活
介
護
と
共
同
で
行
い
、

新
鮮
野
菜
等
の
生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
生
活
介
護
事
業

　
～
暮
ら
し
に
喜
び
・
楽
し
み
を
～
　
定
員
20
名

【
作
業
・
創
作
・
リ
ハ
ビ
リ
】
個
別
に
合
っ
た
作

業
活
動
や
農
作
業
、
創
作
活
動
等
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
理
学
療
法
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。

【
入
浴
】
希
望
に
よ
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

●
特
定
相
談
支
援
事
業

　
～
安
心
で
き
る
相
談
を
～

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、
利
用
者
の
「
想
い
」
や
「
希
望
」
を
一

緒
に
考
え
ま
す
。

食堂 活動室こむぎ工房

廊下 作業室軽食・喫茶

ほっとジョイブ内覧会(写真提供：南みのわ新聞)

事
業
内
容
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北殿駅
木ノ下駅

伊那松島駅

沢 駅

大芝高原

ミノワボウル

ほっとジョイブ

上伊那生協病院 イオン箕輪店

箕輪進修高校

綿半スーパー

みのわ天竜公園

箕輪町役場

中央自動車道

伊
北
IC

沢上

伊
那
IC

伊北インター

木下

木下栄町

南箕輪村役場

塩ノ井

中曽根

大芝高原

塩ノ井東

大泉南

木下原町

大芝入口

426

153

153

153

88

88

事業所名：ほっとジョイブ
種 　 別：多機能型事業所
	 ( 就労継続支援Ｂ型事業・生活介護事業)
	 相談支援事業( 特定相談支援事業)
設 置：社会福祉法人 長野県社会福祉事業団
運 営：社会福祉法人 長野県社会福祉事業団
建物構造：鉄骨造平屋建
敷地面積：2,996.57㎡
建築面積：930.593㎡
開 設 日：平成30 年４月1 日

【問い合わせ】
〒399-4511
長野県上伊那郡南箕輪村76-1
TEL:0265-96-0795
FAX:0265-96-0799

ＪＲ飯田線　 北殿駅から徒歩17分
中央自動車道 伊北ＩＣから車で15分

アクセス

関
係
者

　
の
声

　

私
ど
も
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団

は
「
誰
も
が
笑
顔
で
輝
く
社
会
を
創

造
し
ま
す
」
と
い
う
法
人
理
念
の
も

と
、
そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が

気
軽
に
集
い
、
ほ
っ
と
で
き
る
空
間

と
時
間
を
共
有
で
き
る
場
と
な
る
よ

う
、
当
事
業
所
内
に
は
利
用
者
様
や

そ
の
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

皆
様
に
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
、
パ
ン
や
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
等

を
ご
賞
味
い
た
だ
け
る
喫
茶
室
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
利
用
者
様
の
夢
に
寄
り

添
い
な
が
ら
職
員
一
同
情
熱
を
傾

け
、
地
域
や
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら

の
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
支
え
に
、

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
こ
信
州

の
南
箕
輪
村
か
ら
よ
り
一
層
大
き
く

羽
ば
た
い
て
参
り
ま
す
。

ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ

�

所
長　

三
澤
淳あ
つ

子こ

利
用
者　

小
椋
正
文
様

　

ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
は
、
広
く
て

仕
事
が
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

受
託
の
仕
事
や
、
畑
作
業
を
と
て

も
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者　

内
堀
吉
人
様

　

ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
に
来
て
よ

か
っ
た
で
す
。
仕
事
も
あ
っ
て
い

る
と
思
う
し
、
塗
り
絵
や
工
作
を

す
る
の
も
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

趣
味
の
写
真
も
た
く
さ
ん
撮
っ
て

飾
っ
て
皆
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

伊
那
養
護
学
校
長

�

片
桐
俊
男
様　

　

ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
が
開
所
し
ま

し
た
。
真
新
し
く
明
る
い
施
設
、

地
域
が
つ
な
が
る
ホ
ッ
ト
な
場
所

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
伊

那
養
護
学
校
の
卒
業
生
も
お
世
話

に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
家
族

向
山
和
実
様
（
向
山
弘
樹
様
父
）

　

四
月
か
ら
別
の
事
業
所
か
ら
の

移
動
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
現
在
は
安
心

し
て
過
ご
せ
て
入
浴
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
今
後
も
日
中
活
動
の

中
心
の
場
所
と
な
り
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
、
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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事業所 各事業所それぞれの特徴と
現状・課題を紹介します。

　辰野町地域活動支援
センター「つむぎ」で
は、辰野町の「収集ボ
ランティアの会」の活
動の一部を引き継ぎ、
平成29年11月から月2
回のアルミ缶回収を始
めました。「収集ボラ
ンティアの会（個人64

名、企業23企業※）」は平成12年から地域美化とボラン
ティア推進を目的にアルミ缶回収を実施してきましたが、
会員の高齢化と後継者不足が課題となっており、今回「つ
むぎ」に声をかけていただきました。（※平成28年度会員数）
　屋内での作業が主だった利用者の方々が屋外での作業に
取り組むことで、地域の方に「つむぎ」を知っていただい
たり、町内の生活介護事業所からも同様の取り組みをした
いといった問い合
わせがあるなど、
今回の作業をきっ
かけに他事業所と
のつながりや住民
とのつながりが深
まることを期待し
ています。�（吉野）

　松本ひよこは平成20
年4月、NPO法人ひよ
こから事業移譲を受け
開所しました。生活介
護と就労移行支援事業
から始まった事業も、
グループホームを4棟
建て、重度障害者等包
括支援事業を始め、さ
らに就労継続支援B型事業を始め、10年経った現在56名
が利用されています。6月16日(土)には恒例のひよこ祭
に併せて10周年記念式典を行い、ご来場いただいた大
勢の皆様と盛大に祝うことができました。
　これもひとえに地域、関係者の皆様のご支援ご協力

のおかげと深く感謝
いたします。これか
らも地域に根差し開
かれた事業所として
関係機関・地域の皆
様とのつながりを大
切にし、20周年に向
けて頑張っていきた
いと思っています。
� （土屋）

❸ 辰野町地域活動支援センター
「つむぎ」

～アルミ缶回収～「収集ボランティアの会」から「つむぎ」へ～

❷ 松本ひよこ
～祝！松本ひよこ　開所10周年～

❶ 水内荘
～長野ブロック公開講座開催～

　水内荘を含む長野ブロック６事業
所では定期的に職員研修会を行って
いますが、今年度より「地域におけ
る公益的取組」の一環として、地域
の皆様にもご参加いただけるよう公
開講座を開催することとしました。
　その第1回目として去る8月23
日、「成年後見のおはなし」という
タイトルで長野市社会福祉協議会の
野口一輝氏にご講義いただき、地域
の皆様を含め約50名が受講しました。

　「成年後見制度」というと難しいイメージもありますが、パンフレットによ
る分かりやすい説明があった後、実際の事例とその際の対応についてご紹介し
ていただき、参加者それぞれの視点か
ら成年後見制度を身近なものとして学
ぶことができました。
　今後は地域の皆様の希望を取り入れ
て公開講座のテーマを決めるなどしな
がら、地域全体で学んでいければと思
います。� （増田）
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各事業所におけるさまざまな「チャレンジ」を
紹介するコーナーです。

全体研修での発表風景
（上杉心理治療員）

SSTプログラム 1年間のテーマ

11月	 断る練習

1月	 指示を受ける・尋ねる

3月	 報告・連絡・相談

9月	 相手の話を聞く

7月	 お願いする

5月	 あいさつ・自己紹介

　

精
神
障
が
い
者
へ
の
職
場
定
着
支
援
事
業

（
国
事
業
）
を
、
全
国
3
3
4
か
所
設
置
さ

れ
て
い
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
の
中
か
ら
、
当
所
を
含
む
7
か
所
が
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

近
年
、
就
労
分
野
に
お
け
る
精
神
障
が
い

者
へ
の
支
援
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
し
て
お
り
、

雇
用
さ
れ
た
後
の
職
場
定
着
支
援
に
つ
い
て

更
な
る
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
職
場
定
着
を
一
層
推
進
す
る

た
め
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｔ
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

働
く
う
え
で
、
作
業
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー

ド
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
同

時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
着

け
る
こ
と
も
重
要
な
ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
相
手
へ
の
情
報
の
伝
え
方
や

聞
く
力
を
身
に
つ
け
、
実
践
で
き
る
よ
う
に

繰
り
返
し
練
習
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
5
月
26
日
（
土
）
に
実
施
し
た

初
回
で
は
、
9
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

内
容
は
「
あ
い
さ
つ
・
自
己
紹
介
」
を
テ
ー

マ
に
、
新
入
社
員
が
入
社
し
た
時
あ
る
い
は

異
動
で
上
司
が
替
わ
っ
た
時
な
ど
を
想
定

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
き
ら
り
あ
」

（
上
伊
那
圏
域
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

生
活
支
援
ワ
ー
カ
ー

小
平
　
愛め

ぐ
み

し
、
参
加
者
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
な
が
ら

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
は
、
普
段
私
た
ち

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
し
て
い
る
動
作
で
す

が
、
そ
の
や
り
方
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に

見
つ
め
直
す
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
と

感
じ
ま
し
た
。
働
く
障
が
い
者
が
今
よ
り
も

働
き
や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
に
、
自
ら
の

行
動
や
態
度
に
よ
っ
て
変
え
て
い
け
た
な
ら

素
敵
な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
講

座
を
通
し
て
少
し
ず
つ
前
進
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
障
が
い
者
就
労
支
援
に

　
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　

長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
で
は
職
員
の
職

務
上
必
要
な
支
援
（
指
導
）
技
能
の
向
上
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
等
を
目
的
に
、
平

成
22
年
度
か
ら
隔
年
で
実
務
論
文
集
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
平
成
30
年
5
月
29
日
（
火
）
に
平

成
29
年
度
に
応
募
の
あ
っ
た
実
務
論
文
に
つ

い
て
選
考
を
行
い
、
優
良
賞
及
び
準
優
良
賞

を
左
記
の
と
お
り
選
考
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
し
た
4
論
文
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
全
体
研
修
に
て
表
彰
式
と
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

優
良
賞
　
小
出
千
広
（
信
濃
学
園
）

「
Y
O
I
C
O
を
用
い
た
生
活
記
録
を
見
え
る

化
す
る
試
み
　
―
心
理
学
的
観
点
か
ら
の
一
考

察
―
　
」

準
優
良
賞
　
小
林
明
善
、
牛
丸
幸
一
、
傳
田
奈

央
（
松
本
ひ
よ
こ
）

「
F
さ
ん
の
行
動
変
容
と
個
別
支
援
が
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
　（
波
田
し
な
の
ハ
イ
ツ
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
）」

佳
作
　
上
杉
晴
樹
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
）

「
発
達
障
害
を
も
つ
A
さ
ん
の
支
援
に
つ
い
て
」

佳
作
　
棚
田
英
孝
、
塚
田
啓
祐
、
浅
井
芙
美

子
、
牧
野
清
子
、
萩
原
真
理
、
宮
之
本
一
宏

（
み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し

を
目
指
し
て
」　

�

※
（
　
）
内
の
所
属
は
論
文
提
出
時

実
務
研
究
論
文
表
彰

平成29年度　長野県社会福祉事業団　実務論文の選考結果発表！

5月 参加者の声
「
挨
拶
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
も
、
奥

が
深
い
も
の
だ
と
感
じ
た
」

「
自
己
紹
介
を
す
る
時
の
順
序
や
コ
ツ
を

具
体
的
に
示
し
て
く
れ
た
の
で
、
実
践
し

や
す
か
っ
た
」

「
周
り
の
方
の
自
己
紹
介
を
見
る
こ
と

で
、
勉
強
に
な
っ
た
」
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西
駒
郷
で
は
昨
年
度
か
ら
第
三
者
委
員
を
6
名
に
増
員
し
、
苦
情

解
決
委
員
会
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
さ
ら
な
る
充
実
を

目
指
す
た
め
、
宮
田
支
援
事
業
部
で
は
「
第
三
者
委
員
の
定
期
的
な

訪
問
に
よ
る
利
用
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
必
要
な
意
見
を
挙
げ
て

い
た
だ
き
、
風
通
し
の
良
い
施
設
環
境
作
り
を
す
る
」
と
い
う
目
的

で
、
毎
月
第
三
木
曜
日
の
10
時
～
11
時
30
分
に
利
用
者
さ
ん
の
日
頃
感
じ
て
い
る
事
や
、

悩
み
な
ど
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
へ
は
、
第
三
者
委
員
の
説
明
と
年
間
訪
問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
示
し
、
訪

問
日
間
近
に
は
利
用
者
さ
ん
の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
「
お
知
ら
せ
」
を
掲
示
し
周
知
を
図

る
一
方
で
、
第
三
者
委
員
の
方
に
は
作
業
班
で
利
用
者
さ
ん
と
共
同
で
作
業
を
行
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

1
回
目
は
面
談
の
希
望
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
回
目
は
前
回
の
様
子
が
わ
か
っ

た
た
め
か
複
数
の
利
用
者
さ
ん
か
ら
面
談
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
約
30
分
の
面
談
で
し
た

が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
は
「
お
知
ら
せ
を
見
て
話
を
し
た

い
と
思
っ
た
。
仕
事
や
寮
の
話
を
し
て
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
あ
る
の
？
」
と
の
お
話
が
あ
り
、
晴
れ
や
か
な
顔
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
委
員
の
方
か
ら
も
「
特
に
苦
情
が
聴
か
れ

る
こ
と
も
な
く
、
楽
し
い
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

宮
田
支
援
事
業
部
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訪
問
交
流

を
重
ね
、
外
部
の
方
と
お
話
し
す
る
機
会
を
大
切
に
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
将
来
的
に
は
、
利
用
者
さ
ん
だ
け
で

な
く
職
員
の
声
や
、
西
駒
郷
全
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
今
村
）

つ
れ
づ
れ
福
祉

徒
然
な
る
ま
ま
に
…
他
の
法
人
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
見
え
る
「
福
祉
」
を
、

そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
綴
り
ま
す
。

　

5
月
27
日
（
日
）、
当
所
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
「
親
子

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
水
内
荘
を
主
会
場
に
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
利
用
者
・
ご
家
族
27

名
、
職
員
12
名
、
そ
し
て
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
山さ
ん

楽ら
く

会か
い

」
14
名
の
総
勢
53
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
『
ふ
ら
り
ン
ピ
ッ
ク
』
と
称
し
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
）
を

行
い
ま
し
た
。「
こ
ど
も
チ
ー
ム
」、「
お
父
さ
ん
チ
ー
ム
」、「
お
母
さ
ん
チ
ー
ム
」、「
山
楽

会
チ
ー
ム
」
の
計
4
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。
ど
の
試
合

も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
山
楽
会
」
は
山
登
り
を
は
じ
め
「
山
や
自
然
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
同
好
会
で
、
歩
楽
里
で
は
今
ま
で
に
「
火
打
ち
石
で
の
B
B
Q
」
や
「
竹
を

使
っ
た
炊
飯
」
な
ど
と
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
も
準
備
段
階
か

ら
親
子
が
参
加
で
き
、
か
つ
楽
し
め
る
内
容
を
企
画
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
、
利
用
者
・
ご
家
族
の
皆
さ
ん
と
地
域
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
点
を
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
地
域

に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
事
業
所
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
当
所
の
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
と
の
和
と
輪
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
井
浦
）

西駒郷第三者委員
中城正明様
　本年度より、西駒郷への理解
を深めるため、利用者さんと一
緒に作業をする中で会話や懇談
を行いました。
　作業場では、利用者さんがそ
れぞれのできる範囲で一生懸命
作業をしています。
　懇談では、日ごろ外部の方と
接触する機会が少ないせいか初
めは緊張した様子でしたが、慣
れるにつれて日々の出来事や故
郷のこと、家族のことなどいろ
いろなお話をしました。
　第三者委員としては、利用者
さんに積極的な挨拶や話しかけ
等をすることで、距離を近づけ
ていくことが重要であると感じ
ました。

山
さん

楽
らく

会
かい

高澤千明様
　歩楽里さんとの付き合
いは長野県長寿社会開発
センターが主催するタウ
ンミーティング（ボラン
ティア団体と事業所の
マッチング事業）がきっ
かけでスタートしました。
　最初の交流イベントで
は火打ち石で火をおこし
て、その火でマシュマロ
を焼いたりしたのです
が、初めての体験に目を
輝かせる皆さんの姿がと
ても印象的でした。
　「ボランティア」とか
難しく考えず、これから
も楽しくお付き合いでき
ればと思います。

地域から吹き込んだ新たな風
～第三者委員　訪問交流の日（西駒郷）～

　
～第三者委員　訪問交流の日（西駒郷）～

より身近な事業所をめざして
～今年も盛大に親子レクリエーション開催（歩楽里）～

より身近な事業所をめざして
～今年も盛大に親子レクリエーション開催（歩楽里）～
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長野I.C

信
州
中
野
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小諸I.C
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伊那I.C
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22
松本I.C

飯田I.C
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18
23

14

12
13

15
伊北I.C

岡谷J.C.T

20

【障がい者福祉センターブロック】
①水

みのちそう

内荘
・�施設入所支援事業（定員40人）、生活介護事業（定員60人）
・短期入所事業（併設型６人）、相談支援事業（一般・特定）

②みのちグループホームセンター
・�共同生活援助事業（12ホーム　定員65人）

③歩
ふ

楽
ら

里
り

・�相談支援事業（受託・一般・特定・障害児）、放課後等デイサービス事業（定員10人）
・�居宅介護事業（行動援護・身体介護・家事援助・通院介助）、
地域生活支援事業ほか

④八
や

雲
ぐも

日
び

和
より

・生活介護事業（定員25人）、�就労継続支援B型事業 （定員25人）

⑤小
こ

春
はる

日
び

和
より

・�就労移行支援事業（定員6人）、�就労継続支援B型事業 （定員14人）

ブロック長	 小島　健一 （水内荘所長）
副ブロック長	 板倉　吉子 （八雲日和所長）

【長野ブロック】

⑳障がい者スポーツ支援センター駒ヶ根
　「サンスポート駒ヶ根」
・�サンアップルの南信サテライト事業所

⑲障がい者スポーツ支援センター長野
　「サンスポートながの」
・�サンアップルの北信サテライト事業所

⑱�長野県障がい者福祉センター
　「サンアップル」
・�障がい者のスポーツ・文化活動支援事業

���障がい者スポーツ支援センター松本
　「サンスポートまつもと」
・�サンアップルの中信サテライト事業所

�障��がい者スポーツ支援センター佐久
　「サンスポート佐久」
・�サンアップルの東信サテライト事業所

ブロック長　　佐藤　靖
　　　　　　　（障がい者福祉センター所長）
副ブロック長　山﨑　珠美
　　　　　　　（障がい者福祉センタースポーツ課長）

⑫伊那ゆいま～る
・�生活介護事業（定員15人）、就労継続支援Ｂ型事業（定
員２０人）、相談支援事業（特定）

⑭辰野町障がい者就労支援センター
　「工房ぬくもり」
・�就労継続支援Ｂ型事業（定員20人）、相談支援事業（特定）

⑮辰野町地域活動支援センター
　「つむぎ」
・�地域活動支援センター事業（定員20人）

⑬ほっとジョイブ
・�生活介護事業（定員20人）、就労支援B型事業（定員20
人）、相談支援事業（特定）

⑪ほっと上伊那
・�共同生活援助事業（25ホーム　定員133人）、居宅介護事
業（身体介護・家事援助・通院介助）、行動援護、地域
生活支援事業

【上伊那北部ブロック】

ブロック長　　矢花　尚利
　　　　　　　（ほっと上伊那所長）
副ブロック長　宮下　敦志
　　　　　　　（伊那ゆいま〜る所長）

⑦信濃学園
・�福祉型障害児施設入所事業（定員30人）
・�短期入所事業（空床型）、日中一時支援事業
・�施設入所支援事業・生活介護事業
　※�18歳以上対象、障害児入所事業の定員内で実施

⑧松本あさひ学園
・�児童心理治療施設（入所30人、通所5人）

⑨松本ひよこ
・�生活介護事業（定員21人）
・�就労継続支援B型事業（定員18人）、相談支援

事業（一般・特定・障害児）
・�共同生活援助事業（4ホーム定員23人）
・�重度障害者等包括支援事業（定員5人※生活介
護事業、共同生活援助事業に含む）

⑩大北圏域障害者就業・生活支援センター
・�障害者就業・生活支援事業

【松本ブロック】

ブロック長　　森岡　恵子
　　　　　　　（信濃学園所長）
副ブロック長　小澤　聖
　　　　　　　（松本あさひ学園次長）

⑯西
にし

駒
こま

郷
ごう

平成30年4月1日現在

・�施設入所支援事業（定員125人）、短期入所事業（空床型）
・�生活介護事業（定員160人）
・�就労継続支援A型事業（定員20人）
・就労継続支援B型事業（定員54人）、就労移行支援事業（定員6人）
　相談支援事業（一般・特定）、自活訓練事業

（駒ヶ根支援事業部、宮田支援事業部） ⑰上伊那圏域障がい者総合支援センター
　「きらりあ」
・�相談支援事業（受託・一般・特定・障害児）、障がい児等療育
支援事業

・�発達障がいサポートマネージャー整備事業、障害者就業・生
活支援センター事業 ほか

【上伊那南部ブロック】

ブロック長　　塩沢　総夫（西駒郷所長） 副ブロック長　　北嶋　昭（上伊那圏域障がい者総合支援センター専門幹）

⑥長野市地域活動支援センターこぶし
・�地域活動支援センター事業（定員15人）

本部事務局
・�事業団が経営する各事業所の管理
運営における調整

・�介護福祉士修学資金等貸付事業　
ほか

�

※兼務のある職員の所属・職名は主たるものを掲載

21

16

17
11

平成30年度　組織概要
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平成30年度　事業計画・収支予算書

１　権利擁護（虐待根絶）の推進 
　�　（１）�事業団委員会（支援部門）及び各事業所単位又はブロック単位に設置した虐待防止委員会がそれぞれ

の立場での検証を基に今後の支援体制のあり方や効果的取組について見直します。
　　（２）�虐待防止、権利擁護に関する研修等を各事業所はじめ、事業団全体、ブロック単位で実施します。

２　リスクマネジメントの強化
　　�　運営委員会が中心となり各事業団委員会（支援部門）において、過去に発生した事故や災害、各支援現場

で発生しやすい内容の検証を基に、リスク想定した点検とマニュアルの整備を実施します。
　　・事業団委員会…発生しやすいリスクの検証と点検項目の設定
　　・各事業所………点検実施及び改善とマニュアル整備

３　コンプライアンスの周知徹底
　　��　法令や事業団の諸規程、事業所内ルールについて、職員一人ひとりがその意義をしっかり理解し当事者意

識を共有できるよう、講習会や周知徹底のため資料の配布を実施します。

4　ライフステージに応じた支援体制の強化
　　�　事業団では、児童期から高齢期までステージごとに切れ目なくサービス提供ができる事業を展開していま

すが、ステージを移動する際に利用者が混乱や、後戻りをしない一貫性のある支援体制の構築や共生型サー
ビスの導入に向けた課題検討を実施します。（ライフステージ委員会）

平成30年度　長野県社会福祉事業団収支予算書

平成30年度　長野県社会福祉事業団重点施策

（単位：千円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

児童福祉事業収入 199,000 198,000 1,000

保育事業収入 0 2,330 △ 2,330

就労支援事業収入 112,284 107,117 5,167

障害福祉サービス等事業収入 2,658,278 2,488,858 169,420

貸付事業収入 25,727 0 25,727

その他の事業収入 313,130 326,749 △ 13,619

経常経費寄附金収入 30 530 △ 500

受取利息配当金収入 735 738 △ 3

その他の収入 23,782 24,696 △ 914

事業活動収入計(1) 3,332,966 3,149,018 183,948

支
　
出

人件費支出 2,241,279 2,139,052 102,227

事業費支出 1,005,404 414,420 590,984

事務費支出 536,644 368,013 168,631

就労支援事業支出 112,284 107,117 5,167

支払利息支出 1,911 2,228 △ 317

その他の支出 18,172 19,734 △ 1,562

事業活動支出計(2) 3,915,694 3,050,564 865,130

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) △ 582,728 98,454 △ 681,182

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

施設整備等補助金収入 0 127,000 △ 127,000

施設整備等寄付金収入 0 5,730 △ 5,730

設備資金借入金収入 500 27,145 △ 26,645

固定資産売却収入 203 0 203

その他の施設整備等による収入 0 4,000 △ 4,000

施設整備等収入計(4) 703 163,875 △ 163,172

支
　
出

設備資金借入金元金償還支出 18,680 20,541 △ 1,861

固定資産取得支出 6,472 387,091 △ 380,619

ファイナンス・リース債務の返済支出 2,118 2,118 0

施設整備等支出計(5) 27,270 409,750 △ 382,480

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △ 26,567 △ 245,875 219,308

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積立資産取崩収入 675,266 694,250 △ 18,984

その他の活動収入計(7) 675,266 694,250 △ 18,984

支
　
出

長期貸付金支出 0 474,040 △ 474,040

積立資産支出 50,940 44,479 6,461

その他の活動支出計(8) 50,940 518,519 △ 467,579

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 624,326 175,731 448,595

予備費支出(10) 4,700 20,276 △ 15,576

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)ー(10) 10,331 8,034 2,297

前期末支払資金残高(12) 572,932 511,894 61,038

当期末支払資金残高(11)+(12) 583,263 519,928 63,335
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平成29年度　事業報告

新たに設定した法人理念『誰もが笑顔で輝く社会を創造します』に基づき作成した「第３次長期構想（平成29年4月から平成34年3
月までの5年間）」に沿って事業を推進しました。

❶ 経営・組織体制の確立
（１）事業団委員会の運営
　　　新たな課題等への対応を行う下記プロジェクトを新設して検討を行いました。

（２）人事制度の定着化
　　�　職員意欲と資質向上を図ることを目的に実施している、目標管理制度及び勤務評価制度について、目標設定時の公平性の観点
や評価方法等に不整合が生じているため、運営委員会にて改善に向けた課題整理を行い、次年度改善に向けた準備を進めました。

　　�　また、新たに高校生枠とし採用募集を行いましたが、認知度が薄く応募者を募ることが出来ませんでした。引き続き採用方法
等を検討するとともに、他の福祉他団体等とも連携し、福祉人材の確保に向けた取組を実施していくこととしました。

（３）人材育成
　　・支援技術（意思決定支援）の向上を図るために介護保険施設（長野、上伊那各1ヶ所）への体験研修を行いました。（係長、主任各1人）
　　・�発達障がい児者への取り組みを学ぶために長期派遣研修（期間：1か月、研修先：（社福）林檎の里　障がい者支援施設あお

ぞら）を行いました。（支援員1人）　　　　　　　　＊体験・派遣研修で得た知識・技術は、伝達研修を行い周知しました。

❷ 管理業務の充実
（１）権利擁護の充実
　　�　近年発生してしまった利用者への権利侵害を反省しつつ、障がい者へ
の虐待の根絶を目指して法人、ブロック、事業所ごと研修等を実施しま
したが、いくつかの虐待及び疑わしい事案が発生してしまいました。　

　　�　発生してしまった事案については、「利用者虐待の防止と対応マニュ
アル」に基づき原因の追究と改善策を検討、再発防止に努めました。

（２）顧問弁護士の配置
　　�　事業の拡大により、利用者、職員とも増加する中で、「利用者が安
心・安全な環境」「職員が安全に働ける環境」を確保するとともに、ト
ラブルの未然防止や起きてしまったトラブルに迅速に対応するため、顧
問弁護士に相談できる体制を取りました。

（３）監査体制の充実
　　ア　内部監査室の設置
　　　�　業務の適正及び効率性を確保するため、業務執行機関から独立性を

有する内部監査室を設置、業務を執行する各事業所の職務執行状況等
について監査を実施しました。監査の結果、職員管理関係、利用者の
処遇、施設運営関係等について次年度改善を予定しています。

　　　�　また、法令又は事業団の諸規程に違反する行為の早期発見とその是
正並びに通報者の保護を図るため通報制度を定めました。

　　イ　会計監査人監査
　　　�　改正社会福祉法により、一定の事業規模を超え

る社会福祉法人に対し、法人への信頼を確立する
とともに、法人の経営力、財務規律の強化を図る
ため、会計監査人の監査が義務付けられ、当法人
でも会計監査人を選任し、監査を実施しました。

❸ 各事業所の主な取組
（１）大北圏域障害者就業・生活支援センター
　　�　本年度から事業団が指定事業者に選定さ
れ、事業を開始しました。事業団としては大
北圏域で初めての事業運営であったため、圏
域内の行政機関や福祉サービス事業所、医療
機関、教育機関等との関係作りに努めました。

（２）ほっとグループホーム伊北／伊南／居宅
　　�　管理部門の統合による業務の効率化と安定
的な経営を確保するとともに支援体制の強化
を図るため、平成30年度から３事業所（ほっ
とグループホーム伊北／伊南／居宅）は統合
再編成し「ほっと上伊那」として運営するこ
ととしました。

（３）伊那ゆいま～る（伊那市）
　　�　道路工事に伴う事業所移転のため伊那市内
の県有地を候補地として県と交渉に入りまし
た。

（４）ほっとワークス・みのわ（箕輪町）
　　�　南箕輪村内への移転新築の社会福祉施設等
整備事業補助金の交付が得られ、建物建築工
事を行い、年度末に完成しました。名称は、
「ほっとジョイブ」とし、新規事業所での事
業開始に向けて利用者の確保についても検討
し、各関係機関との連携を深めて情報交換を
図りました。

委員会名 検討内容

地域貢献委員会 ・法人として取り組むべき地域貢献のアイディアを取りまとめ経営委員会に提案
（次年度検討）

事務業務整備委員会 ・「マニュアルの作成」、「経費削減に向けた取組み」、「ITシステムの効果的な運
用」、「情報管理指針の作」の各課題についてグループごとに検討
・「経費削減に向けた取組み」についてアンケートの実施

西駒郷のあり方検討会 ・「県のあり方検討会報告」に基づく法人としての方向性について西駒郷整備委員
会と合同にて検討（次年度継続）

ほっとワークス・みのわ移転検討会 ・移転に向けてブロック内で協力して取り組むため日程や分担を確認

豊智福祉会連携検討会 ・豊智福祉会との統合に向けた意見交換を複数回実施
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科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)ー(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 198,085,000 196,562,865 1,522,135
就労支援事業収入 115,958,000 113,606,577 2,351,423
障害福祉サービス等事業収入 2,501,364,000 2,468,425,902 32,938,098
貸付事業収入 54,302,000 54,301,384 616
その他の事業収入 315,602,000 311,975,520 3,626,480
経常経費寄附金収入 630,000 630,000 0
受取利息配当金収入 861,000 808,786 52,214
その他の収入 30,148,000 29,175,075 972,925
事業活動収入計(1) 3,216,950,000 3,175,486,109 41,463,891

支
出

人件費支出 2,135,093,000 2,085,345,724 49,747,276
事業費支出 695,318,000 671,616,120 23,701,880
事務費支出 449,861,000 424,111,257 25,749,743
就労支援事業支出 115,228,000 112,868,132 2,359,868
支払利息支出 1,829,000 1,573,298 255,702
その他の支出 19,368,000 18,802,852 565,148
流動資産評価損等による資金減
少額 54,000 52,875 1,125

事業活動支出計(2) 3,416,751,000 3,314,370,258 102,380,742
事業活動資金収支差額(3)=(1)ー(2) △ 199,801,000 △ 138,884,149 △ 60,916,851

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 143,078,000 143,078,000 0
施設整備等寄附金収入 5,000,000 5,000,000 0
設備資金借入金収入 17,678,000 14,997,078 2,680,922
施設整備等収入計(4) 165,756,000 163,075,078 2,680,922

支
出

設備資金借入金元金償還支出 22,913,000 20,050,741 2,862,259
固定資産取得支出 371,550,000 368,057,841 3,492,159
ファイナンス・リース債務の返済支出 2,118,000 2,117,664 336
施設整備等支出計(5) 396,581,000 390,226,246 6,354,754

施設整備等資金収支差額(6)=(4)ー(5) △ 230,825,000 △ 227,151,168 △ 3,673,832
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る

収
支 収

入

積立資産取崩し収入 603,657,000 586,664,957 16,992,043
その他の活動による収入 650,000 649,725 275
その他の活動収入計(7) 604,307,000 587,314,682 16,992,318

支
出

積立資産支出 163,625,000 150,422,085 13,202,915
その他の活動支出計(8) 163,625,000 150,422,085 13,202,915

その他の活動資金収支差額(9)=(7)ー(8) 440,682,000 436,892,597 3,789,403
11,396,000 　 4,842,000

予備費支出(10) △ 6,554,000
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)ー(10) 5,214,000 70,857,280 △ 65,643,280
前期末支払資金残高(12) 587,230,000 577,191,212 10,038,788
当期末支払資金残高(11)+(12) 592,444,000 648,048,492 △ 55,604,492

資金収支計算書
（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）

事業活動収支計算書
（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）

資産の部 負債の部
科目名 当年度末 前年度末 増減 科目名 当年度末 前年度末 増減

流動資産 1,254,185,264 867,505,884 386,679,380 流動負債 703,229,960 377,096,535 326,133,425
  現金預金 760,054,607 482,587,548 277,467,059   短期運営資金借入金 3,057,226 △ 3,057,226
  事業未収金 347,819,179 365,378,435 △ 17,559,256   事業未払金 436,551,879 269,219,506 167,332,373
  未収補助金 133,199,000 133,199,000   その他の未払金 126,313,390 653,442 125,659,948
  貯蔵品 247,550 150,370 97,180   1年以内返済予定設備資金借入金 21,038,788 17,994,270 3,044,518
  原材料 2,505,018 2,545,701 △ 40,683 　1年以内返済予定リース債務 2,117,664 2,117,664 0
  立替金 7,974,830 12,289,503 △ 4,314,673   預り金 32,764,371 7,954,126 24,810,245
  前払金 970,976 546,721 424,255   職員預り金 7,694,221 6,879,791 814,430
  前払費用 228,704 188,680 40,024   前受金 69,282 1,400 67,882
  短期貸付金 3,057,226 △ 3,057,226   仮受金 238,611 3,480 235,131
  仮払金 1,185,400 761,700 423,700 　賞与引当金 76,441,754 69,215,630 7,226,124
固定資産 4,429,244,151 4,706,247,472 △ 277,003,321 固定負債 554,873,442 605,360,904 △ 50,487,462
基本財産 1,229,776,753 1,019,728,946 210,047,807   設備資金借入金 160,398,492 167,229,553 △ 6,831,061
  土地 84,127,898 84,127,898 0   リース債務 705,888 2,823,552 △ 2,117,664
  建物 1,130,648,855 920,601,048 210,047,807   退職給付引当金 292,422,379 335,434,992 △ 43,012,613
  投資有価証券 15,000,000 15,000,000 0   全事協退職年金共済引当金 101,346,683 99,872,807 1,473,876
その他の固定資産 3,199,467,398 3,686,518,526 △ 487,051,128
  建物 34,298,084 20,296,904 14,001,180
  構築物 34,697,598 16,950,024 17,747,574
  機械及び装置 70,502,762 43,343,237 27,159,525
  車輌運搬具 18,794,184 24,674,555 △ 5,880,371
  器具及び備品 54,485,847 49,267,024 5,218,823       負債の部合計 1,258,103,402 982,457,439 275,645,963
  建設仮勘定 0 8,607,600 △ 8,607,600 純資産の部
  有形リース資産 2,823,552 4,941,216 △ 2,117,664 基本金 46,000,000 41,000,000 5,000,000
  権利 2,609,749 2,366,907 242,842 　第一号基本金 46,000,000 41,000,000 5,000,000
  ソフトウェア 6,057,930 7,845,558 △ 1,787,628 国庫補助金等特別積立金 2,490,432,917 460,527,571 2,029,905,346
  長期貸付金 750,936,727 609,432,821 141,503,906 その他の積立金 606,932,485 2,126,371,654 △ 1,519,439,169
  退職給付引当資産 292,422,379 335,434,992 △ 43,012,613   貸付原資積立金 5,795,744 1,368,271,615 △1,362,475,871
  貸付原資積立資産 1,130,530,778 1,368,271,615 △ 237,740,837   人件費積立金 223,577,301 228,474,171 △ 4,896,870
  人件費積立資産 223,577,301 228,474,171 △ 4,896,870   施設整備等積立金 373,520,124 525,994,078 △ 152,473,954
  施設整備等積立資産 373,520,124 525,994,078 △ 152,473,954   工賃変動額積立金 3,185,288 2,446,643 738,645
  全事協退職年金共済預け金資産 101,346,683 99,872,807 1,473,876   設備等整備積立金 854,028 1,185,147 △ 331,119
  長期前払費用 570,070 570,300 △ 230 次期繰越活動増減差額 1,281,960,611 1,963,396,692 △ 681,436,081
  その他の固定資産 98,254,314 336,542,927 △ 238,288,613   (うち当期活動増減差額) △2,200,875,250 677,320,356 △2,878,195,606
  工賃変動額積立資産 3,185,288 2,446,643 738,645
  設備等整備積立資産 854,028 1,185,147 △ 331,119     純資産の部合計 4,425,326,013 4,591,295,917 △ 165,969,904
      資産の部合計 5,683,429,415 5,573,753,356 109,676,059     負債及び純資産の部合計 5,683,429,415 5,573,753,356 109,676,059

貸借対照表
（平成30年3月31日現在）

科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)ー(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

児童福祉事業収益 196,562,865 197,924,935 △ 1,362,070
就労支援事業収益 113,606,577 110,655,047 2,951,530
障害福祉サービス等事業収益 2,468,425,902 2,433,432,437 34,993,465
貸付事業収益 42,207,000 42,207,000
その他の事業収益 311,975,520 1,101,320,180 △ 789,344,660
経常経費寄附金収益 630,000 1,126,972 △ 496,972
その他の収益 793,633 262,037 531,596
サービス活動収益計(1) 3,134,201,497 3,844,721,608 △ 710,520,111

費
用

人件費 2,051,033,111 2,046,940,597 4,092,514
事業費 518,017,830 387,207,335 130,810,495
事務費 425,056,537 366,685,332 58,371,205
就労支援事業費用 112,908,815 108,787,086 4,121,729
返還免除額 112,490,000 △ 112,490,000
減価償却費 111,774,287 151,946,615 △ 40,172,328
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 161,785,878 △ 50,272,284 △ 111,513,594
徴収不能額 52,875 52,875
その他の費用 220,699 △ 220,699
サービス活動費用計(2) 3,057,057,577 3,124,005,380 △ 66,947,803

サービス活動増減差額(3)=(1)ー(2) 77,143,920 720,716,228 △ 643,572,308

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 808,786 1,101,987 △ 293,201
その他のサービス活動外収益 35,058,334 29,414,482 5,643,852
サービス活動外収益計(4) 35,867,120 30,516,469 5,350,651

費
用

支払利息 1,573,298 2,030,090 △ 456,792
その他のサービス活動外費用 18,263,429 18,266,440 △ 3,011
サービス活動外費用計(5) 19,836,727 20,296,530 △ 459,803

サービス活動外増減差額(6)=(4)ー(5) 16,030,393 10,219,939 5,810,454
経常増減差額(7)=(3)+(6) 93,174,313 730,936,167 △ 637,761,854

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 143,078,000 2,100,000 140,978,000
施設整備等寄附金収益 5,000,000 5,000,000 0
固定資産受贈額 36,415 36,415
特別収益計(8) 148,114,415 7,100,000 141,014,415

費
用

基本金組入額 5,000,000 10,000,000 △ 5,000,000
固定資産売却損・処分損 238,081 13,601 224,480
国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等) △ 228,790 228,790
国庫補助金等特別積立金積立額 2,149,786,371 50,931,000 2,098,855,371
その他の特別損失 287,139,526 287,139,526
特別費用計(9) 2,442,163,978 60,715,811 2,381,448,167

特別増減差額(10)=(8)ー(9) △ 2,294,049,563 △ 53,615,811 △ 2,240,433,752
税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10) △ 2,200,875,250 677,320,356 △ 2,878,195,606
法人税、 住民税及び事業税（12） 0 0 0
法人税等調整額（13） 0 0 0
当期活動増減差額(14)=(11)-（12）-（13) △ 2,200,875,250 677,320,356 △ 2,878,195,606

繰
越
活
動
増
減
差

前期繰越活動増減差額(15) 1,963,396,692 1,843,428,599 119,968,093
当期末繰越活動増減差額(16)=(14）+(15) △ 237,478,558 2,520,748,955 △ 2,758,227,513
基本金取崩額(17) 0 0 0
その他の積立金取崩額(18） 1,640,300,675 294,454,397 1,345,846,278
その他の積立金積立額(19) 120,861,506 851,806,660 △ 730,945,154
次期繰越活動増減差額
(20)=(16)+(17)+(18)-(19) 1,281,960,611 1,963,396,692 △ 681,436,081

平成29年度　収支決算書（法人合算）
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〒380－0928　長野市若里七丁目1番7号　長野県社会福祉総合センター5Ｆ
tel：026-228-0337　fax：026-228-0310
URL：http://park19.wakwak.com/~nagano-shafuku-j/

社会福祉法人

長野県社会福祉事業団

掲載記事の内容等についてのお問い合わせ及びプレゼントの応募はこちらまでお願いします。

事
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発
行
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編集後記 

今回の特集記事では、ほっと
ジョイブの開所を掲載させて
いただきました。この建物に
は各所に様々なバウムクーヘ
ンの形が取り入れられており
ます。バウムクーヘンがどこ
に隠れているのかを探してみ
るのも楽しいかもしれません
ね。是非お越しください。
地域の皆様、利用者の皆様に
とってほっとする居場所とな
るよう、職員一同日々前進し
ていく所存です。どうぞよろ
しくお願いたします。�（森）

　事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載してほしい内容等について、①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号
を記載のうえメールまたは郵便はがきにて本部事務局までお寄せ下さい。11月末までにお寄せいただいた方の中から抽
選で、「ほっとジョイブ『こむぎ工房』バウムクーヘン」を５名の方にプレゼントいたします。
　なお、当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。　（プレゼントの発送は12月頃を予定しています）

「『こむぎ工房』バウムクーヘン」プレゼント

ほっとジョイブのバウムクーヘンは、新施設開所に合わせて新商品とし
て生産が始まり、5月中旬から販売しております。卵、バター、生ク
リームをふんだんに使用し、風味豊かなラム酒で香り付けされた、しっとり、フワフワの食感がたまら
ない一品です。サイズは４センチホール（直径13～15センチ、厚み4センチ）と1/4カット（食
べきりサイズ）を用意しており、イベント月（クリスマスなど）には、特別販売として5センチホール
も準備しています。皆様に愛され、主力商品のパンと肩を並べる名物商品を目指して頑張ります。 
ぜひ一度、ご賞味ください。
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高澤産業株式会社様のご厚意により信濃グランセローズの観
戦券をいただきました。
試合球場が近いこともあり、歩楽里利用者は複数回観戦させ
ていただいており、サインボールをいただいたこともありまし
た。今後、近隣の事業所対抗の野球大会も計画中です。高澤
産業様、信濃グランセローズの皆様ありがとうございます！

［歩楽里］
信濃グランセローズの試合観戦

支援員 小林かをる　からのメッセージ

ほっとジョイブ

◆平成29年度寄付一覧
寄付申出者 寄付先 寄付内容

長野ブロック事業所協力会様 八雲日和 5,000,000円
市川栄子様（利用者の家族） 西駒郷 300,000円
㈱北澤電機製作所様 西駒郷 300,000円
ザ・ビッグ山形店様 信濃学園 クリスマスケーキ等
友田自動車様 水内荘ほか 車両3台
矢花尚利様（職員） 松本ひよこ 除雪機1台
宮之本一宏様（元職員） みのちグループホーム

センター
車両1台

ト
ピ
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